
令和元年度に補助金等検討委員会が評価した補助金の検討状況

担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価

福祉課
原爆被爆者通院費補助
金

見直し
現行のま
ま実施

原爆被爆者対策を行っている保健所と連携
し、対象者への制度の周知チラシの郵送を考
えています。

補助対象者に補
助制度を周知す
る方法を検討
し、効果的な補
助金としていた
だきたい。

本来であれば国
や愛知県が実施
すべき補助金で
はないかと考え
る。

対象者に対して
補助制度を周知
する努力が必要
と考える。

福祉課
西尾市献血推進協議会
補助金

現状維持
現行のま
ま実施

献血の実施主体は日本赤十字血液センターで
あり、その推進は献血推進協議会が実施主体
となっています。献血の推進計画を市、関係
団体や住民代表等と共同して作成し、市民へ
献血推進を図っていく必要があることから、
その性質上協議会の活動に、市として補助を
することが適切と考えます。

補助金を交付す
ることが適切
か、委託などの
他の方法も検討
していただきた
い。

啓発資材の配布
と献血の増加の
関係についての
効果を検証して
いただきたい。

啓発資材などを
事業者から寄付
を募ることも検
討していただき
たい。

福祉課
障害者共同生活援助事
業費補助金

見直し
現行のま
ま実施

グループホームの新規参入の促進について
は、この補助金の対象如何を問わず、市とし
て必要な助言・協力を行っています。この２
年間においても、民間会社による新たな事業
所が開設されていますが、経営的に大きな問
題は見られず、補助事業拡大の必要性は低い
と判断します。
また、補助事業の目的は、経営基盤が脆弱な
社会福祉法人やＮＰＯ法人などによる小規模
なグループホームの経営の安定化を図るもの
であり、愛知県が実施している補助事業と協
調して市が応分の負担をしています。県が対
象としない事業者に範囲を拡大して、全額を
一般財源で賄うことは市の財政圧迫につなが
り適当でないと考えられるため、補助事業に
は現行通りで継続することとします。

障害者グループ
ホームの利用増
加が見込まれ、
新規参入の促進
を図るなら、補
助対象事業者の
緩和を検討する
必要があると考
えます。

必要な補助金だ
と思うので、費
用対効果を考え
た運用をしてい
ただきたい。

福祉課 社会福祉協議会補助金 見直し
現行のま
ま実施

社会福祉協議会（社協）は、地域福祉の中心
的な担い手として、行政と連携して公共性の
高い活動を行っており、他に代替ができるも
のはないと考えられます。また、社協を含む
地域の福祉関係団体は市地域福祉活動計画に
基づき、それぞれ独自の役割を担って活動し
ています。

地域に存在する
他の民間法人や
団体等の行う活
動と社会福祉協
議会の活動が重
複していないか
精査していただ
きたい。

社会福祉協議会
には地域福祉の
担い手として活
躍していただき
たい。

自主財源を確保
する方法につい
ても検討してい
ただきたい。

補助対象事業に
対する人件費の
割合が多く感じ
る。

福祉センター等
の指定管理料と
社会福祉協議会
補助金が重複し
ているように感
じる。

その他の意見
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長寿課 敬老会開催補助金 廃止検討
現行のま
ま実施

平成30年度に事業対象団体である各代表町内
へ今後の敬老会についてアンケートをしまし
たところ、その結果88％の団体が敬老事業は
必要であると回答しています。また、見直し
をする場合は対象年齢の引上げる又はひとり
当たりの単価の引下げと回答した団体が76％
でありましたことを鑑み今後検討を行いま
す。

６０代や７０代
の高齢者が元気
に活躍する時代
に変革してい
る。高齢者施策
を見直し、高齢
者が活躍できる
ような補助金を
検討していただ
きたい。

敬老会の参加者
も減少してお
り、抜本的な見
直しを検討して
いただきたい。

高齢者と若者な
どが交流するよ
うな事業が必要
と考える。

長寿課
老人クラブ運営費補助
金

廃止検討
現行のま
ま実施

老人福祉法第13条に基づき補助をしている事
業でありますことから、廃止をすることは困
難と思われますが、今後は減額を視野に入れ
検討を行います。

６０代や７０代
の高齢者が元気
に活躍する時代
に変革してい
る。高齢者施策
を見直し、高齢
者が活躍できる
ような補助金を
検討していただ
きたい。

老人クラブの会
員数等を鑑み、
抜本的な見直し
を検討していた
だきたい。

老人クラブの加
入要件を時代に
合ったものにし
ていただきた
い。

高齢者と若者な
どが交流するよ
うな事業が必要
と考える。

高齢者が自主的
に活動する団体
への補助を検討
していただきた
い。

長寿課
老人クラブ連合会補助
金

廃止検討
現行のま
ま実施

老人福祉法第13条に基づき補助をしている事
業でありますことから、廃止をすることは困
難と思われますが、今後は減額を視野に入れ
検討を行います。

６０代や７０代
の高齢者が元気
に活躍する時代
に変革してい
る。高齢者施策
を見直し、高齢
者が活躍できる
ような補助金を
検討していただ
きたい。

老人クラブの会
員数等を鑑み、
抜本的な見直し
を検討していた
だきたい。

老人クラブの加
入要件を時代に
合ったものにし
ていただきた
い。

高齢者と若者な
どが交流するよ
うな事業が必要
と考える。

高齢者が自主的
に活動する団体
への補助を検討
していただきた
い。

長寿課
高齢者能力活用推進事
業費補助金

廃止検討
現行のま
ま実施

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律第36
条により高年齢者等の就業機会のために必要
な措置を講ずるよう努力する義務が国と地方
自治体に課せられており、同法第37条から45
条によりシルバー人材センターは高年齢者の
就業機会を確保する事業として位置づけられ
ています。また、同法による高年齢者就業機
会確保事業費補助金は地方公共団体が補助を
行うことを前提に補助されることから、廃止
は困難と思われますが、シルバー人材セン
ターに自助努力等により減額を検討してまい
ります。

６０代や７０代
の高齢者が元気
に活躍する時代
に変革してい
る。高齢者施策
を見直し、高齢
者が活躍できる
ような補助金を
検討していただ
きたい。

高齢者と若者な
どが交流するよ
うな事業が必要
と考える。

高齢者が自主的
に活動する団体
への補助を検討
していただきた
い。
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長寿課
養護老人ホーム運営費
補助金

現状維持
現行のま
ま実施

養護老人ホームの健全な運営が行われるよう
補助する事業でありますので、現状のまま実
施いたします。

今後養護老人
ホームの入所対
象者が増えてい
くことが考えら
れるため、近隣
の状況等を調査
研究されたい。

空室保障のよう
で、補助の必要
性に疑問を感じ
る。

健康課
在宅当番医制運営費
（業務形態別）補助金

現状維持
現行のま
ま実施

休日における地域住民の救急患者に対する医
療を確保するための在宅当番医制実施事業に
要する経費を補助。地域医療に対する貢献度
も高いため継続実施。休日診療所の診療科目
（内科・小児科）以外を在宅当番医として
行っているため、現状の診療科目で実施して
いきます。

休日診療につい
ては市民の要望
や利用度などを
確認して、より
利用しやすい制
度を目指してい
ただきたい。

市民ニーズを把
握し、在宅医療
機関の診療科目
にも配慮してい
ただきたい。

補助金の単価と
しては適正と考
えます。

健康課 保健予防活動費補助金 見直し
現行のま
ま実施

医師会、歯科医師会、薬剤師会が地域住民を
対象として行う保健予防活動に要する経費を
補助するもので、地域における健康づくりの
推進は必要と考えられるため継続実施。

市が何に対して
補助をするのか
を明確にしてい
ただき、安易な
団体への補助と
ならないように
していただきた
い。

複数の補助金が
交付されている
補助団体につい
て、一度精査を
していただきた
い。

補助内容につい
て精査していた
だきたい。

補助金交付要綱
内の補助対象経
費が曖昧であ
る。

健康課 食品衛生活動費補助金 廃止検討
現行のま
ま実施

愛知県食品衛生協会の西尾支部に対し、飲食
に起因する感染症、食中毒の危害の発生を防
止し、食品の品質、その他衛生の向上を図る
ために行う食品衛生活動事業に要する経費を
補助するもの。公衆衛生の増進に寄与するこ
とを目的としており、環境の変化とともに重
要性が増しているため継続実施。

愛知県食品衛生
協会からの脱退
も視野に入れた
協会のあり方に
ついて問題提起
をしていただき
たい。

制度が創設され
た当時より、食
品衛生を取り巻
く環境も格段に
進歩した今日、
歴史的な使命は
終えたと考え
る。
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健康課
看護師等養成所運営費
補助金

見直し
現行のま
ま実施

看護に必要な知識と技術を授け、心身とも健
全な准看護師を養成する西尾市医師会准看護
学校の運営に要する経費の補助金で、今後、
看護師不足が見込まれるなか、さらなる医療
看護体制の充実強化を図るために必要と考え
るため継続実施。

補助金の効果が
市内に還元され
るように、卒業
生が市内の医療
機関に勤務する
ような方法を検
討していただき
たい。

看護師不足を解
消するためにも
必要な補助金と
考えます。

健康課
西尾市一般不妊治療費
助成金

現状維持
現行のま
ま実施

事業は、不妊に悩んでいる夫婦に対し継続実
施。対象者への周知は、市ホームページに掲
載し、申請方法や申請書類がダウンロードで
きるようにし、また、愛知県のホームページ
にも市のホームページがリンクされており、
今後も、申請しやすいよう継続実施していき
ます。

医療機関で申請
書を配布するな
ど、申請しやす
い環境づくりを
検討していただ
きたい。

高齢出産のリス
クを回避するた
めにも、若い世
代が妊娠・出産
しやすい環境を
整え、不妊に悩
んだ時には若い
段階で治療が始
められるような
方策を検討して
いただきたい。

この補助金の他
にも、子どもを
産み育てやすい
西尾市になるた
めの補助制度を
検討していただ
きたい。

他の補助金を削
減しても拡充す
るべきと考えま
す。

健康課
西尾市特定不妊治療助
成金

現状維持
現行のま
ま実施

事業は、不妊に悩み特定不妊治療でしか妊娠
の見込のない夫婦に対し、愛知県が実施して
いる特定不妊治療費助成事業の承認を受けた
者に継続実施。対象者への周知は、申請書及
び案内ちらしを保健所に依頼し、配布してい
ます。また、市のホームページにも申請書を
ダウンロードできるようにして、今後も申請
しやすいよう継続実施していきます。

医療機関で申請
書を配布するな
ど、申請しやす
い環境づくりを
検討していただ
きたい。

高齢出産のリス
クを回避するた
めにも、若い世
代が妊娠・出産
しやすい環境を
整え、不妊に悩
んだ時には若い
段階で治療が始
められるような
方策を検討して
いただきたい。

この補助金の他
にも、子どもを
産み育てやすい
西尾市になるた
めの補助制度を
検討していただ
きたい。

他の補助金を削
減しても拡充す
るべきと考えま
す。

年齢制限につい
ては再検討をお
願いしたい。

子育て支援課

西尾市放課後児童健全
育成事業費等補助金
（民営児童クラブ）

現状維持
現行のま
ま実施

公設の児童クラブについては、支援員の募集
や雇用に関する事務の軽減、保育時間の延長
や昼食の提供など、民間ノウハウを活用した
運営をめざし、令和５年４月１日開始を目途
に検討していく。

次世代を担う子
供たちの居場所
として大きな役
割を果たしてお
り、利用者の声
を大切にすると
ともに他部局や
民間などとも連
携して、よりよ
い事業になるよ
うにしていただ
きたい

公設の児童クラ
ブも含めて民間
活力の導入を進
めていただきた
い。
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家庭児童支援課
西尾市母子寡婦福祉会
補助金

廃止検討 廃止

補助金については、会員の高齢化、加入会員
の減少により寡婦が６割以上になっているた
め廃止する。近隣自治体では、参加対象を会
員のみに限定せずに市内のひとり親家庭を対
象としたバスツアーや交流会などを会が計
画、実施する事業に対し委託をしていること
が多い。このような支援が当市でもできるか
検討している。

本来の目的では
なく、団体を存
続させることが
目的になってい
るように感じ
る。本当に支援
が必要な人たち
のために、何が
必要かを検討し
ていただきた
い。

母子や父子家庭
を応援すること
は必要な事業と
考えますので、
多くの方が参加
できるような方
法を検討してい
ただきたい。

母子福祉手当の
増額をする方法
もあると考え
る。

母子寡婦家庭を
支援することを
否定しないが、
会員の固定化や
高齢化が進んで
おり、補助の方
法について見直
しの時期と考え
る。

地域つながり課

西尾市校区コミュニ
ティ推進協議会活動費
補助金

廃止検討
現行のま
ま実施

アンケート結果を受け、基準額や補助対象経
費等制度全般を見直す。 
令和３年度から新制度を施行予定。

町内会等を含め
地域に対する補
助金全体の見直
しを検討してい
ただきたい。

コミュニティに
対する補助を抜
本的に見直し、
必要なところに
補助をするよう
にしていただき
たい。

校区コミュニ
ティ推進協議会
と町内会の役職
を兼ねているこ
ともあり、市と
して補助する内
容を整理してい
ただきたい。

地域つながり課
西尾市市民活動推進事
業補助金

見直し 廃止

⑴市民活動に対する補助金→１０月からクラ
ウドファンディング活用支援事業を施行 
⑵社協ボランティアセンター運営に対する補
助金→４月から福祉課所管 
⑶NPO法人設立に対する補助金→４月から西尾
市特定非営利活動法人設立補助金を施行

地域への支援策
全体を見直す時
期にきており、
地縁型コミュニ
ティに対する市
民活動に力を入
れるべきと考え
る。

市民活動に対す
る補助があるこ
とを積極的にＰ
Ｒすべきと考え
る。

補助の成果が得
られていないと
思うので、抜本
的な見直しが必
要と考える。

第2号事業は、
社会福祉協議会
に特化したもの
であり、例年、
同じ内容である
ことから、他の
社会福祉協議会
に対する補助金
と統合すること
が必要と考え
る。

地域つながり課
西尾市コミュニティ助
成事業補助金

現状維持
現行のま
ま実施

引き続き、広報や校区コミュニティ連絡協議
会、代表町内会長会議等で周知を図る。

引き続き、一般
財団法人自治総
合センターから
補助が得られる
ように町内会等
への周知や指導
をお願いした
い。
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地域つながり課
地域集会施設改修費等
補助金

廃止検討
現行のま
ま実施

近隣５市の公民館等施設整備状況に基づき、
現行のまま実施することとした。

町内会等を含め
地域に対する補
助金全体の見直
しを検討してい
ただきたい。

地域集会施設の
数が適切かどう
かを踏まえた検
討をしていただ
きたい。

地域つながり課
西尾市国際交流協会補
助金

見直し
縮小して

実施

補助対象とする活動を抜本的に見直した。今
後も公平性、公益性を高める活動となるよう
に検討する。

補助内容を精査
し、将来的には
外部委託を含め
た検討が必要と
考える。

国際交流協会が
行っている活動
（語学講座等）
の、公平性や公
益性を見直す必
要がある。

外国人への支援
や外国人との交
流にあたらない
活動を抜本的に
見直し、国際交
流や多文化が共
生するような補
助金としていた
だきたい。

収益事業に該当
する場合は法人
税の納税義務に
注意が必要であ
る。

地域つながり課 バス運行事業補助金 現状維持
現行のま
ま実施

引き続き、名鉄東部交通株式会社が運行する
路線バスの欠損額を補助し、利便性の高い公
共交通サービスを提供していく。

これからも創意
工夫を凝らしバ
スを維持してい
ただきたい。

高齢者対策とし
て、デマンドタ
クシーや民間企
業などと連携
し、市の負担が
少ない方法を検
討していただき
たい。

公共交通は高齢
化社会の中で福
祉施策としても
検討していただ
きたい。

地域つながり課
ふれんどバス運行事業
補助金

現状維持
現行のま
ま実施

引き続き、名鉄バス株式会社が運行するふれ
んどバスの欠損額を補助し、利便性の高い公
共交通サービスを提供していく。

これからも創意
工夫を凝らしバ
スを維持してい
ただきたい。

高齢者対策とし
て、デマンドタ
クシーや民間企
業などと連携
し、市の負担が
少ない方法を検
討していただき
たい。

公共交通は高齢
化社会の中で福
祉施策としても
検討していただ
きたい。
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担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

地域つながり課
名鉄西尾・蒲郡線利用
促進事業費補助金

現状維持
現行のま
ま実施

路線の存続のため、利用促進の一助となる当
該補助金を現行のまま継続していく。

これからも創意
工夫を凝らし名
鉄西尾・蒲郡線
を維持していた
だきたい。

高齢者対策とし
て、デマンドタ
クシーや民間企
業などと連携
し、市の負担が
少ない方法を検
討していただき
たい。

公共交通は高齢
化社会の中で福
祉施策としても
検討していただ
きたい。

商工振興課
産業廃棄物リサイクル
事業補助金

見直し
現行のま
ま実施

事業者が行う鋳造廃棄物のリデュース、リ
ユース、リサイクルの促進に対する補助は、
環境保護や資源の有効利用の観点から継続す
べきと判断されるため現行のまま実施する。

他の業種とのバ
ランスを考えた
うえで、効果の
検証と併せて見
直しをしていた
だきたい。

環境面にどのよ
うな効果がある
のか検証しやす
い目標を設定し
ていただきた
い。

一団体を対象に
補助をしている
ことは公平性に
疑問を感じる。

補助金の使途を
明確にしていた
だきたい。

商工振興課
小規模企業等振興資金
信用保証料補助金

廃止検討
現行のま
ま実施

新型コロナウイルス感染症の影響により、市
内中小事業者は大幅な減収にある。事業者救
済のためにも補助は現行とする。また、今年
度の実績では廃止の検討はできないと考え
る。

補助金を創設し
た原点に立ち返
り、中小企業へ
の支援政策とし
て市としてやる
べきことを考え
ていただきた
い。

税収や雇用状況
等の効果が検証
しやすい目標を
設定していただ
きたい。

目標や進捗率を
記載できないこ
とに疑問を感じ
る。

中小企業の役割
は大きく支援は
必要と考える。

少額の補助金で
あり、補助制度
が中小企業の負
担軽減となって
いるか疑問があ
る。 
商工会や金融機
関等への事務移
譲等含めた制度
の見直しを検討
していただきた
い。

市が直接行う制
度からの移行を
検討していただ
きたい。

商工振興課

西尾市中小企業経営安
定資金信用保証料補助
金

廃止検討
現行のま
ま実施

新型コロナウイルス感染症の影響により、市
内中小事業者は大幅な減収にある。事業者救
済のためにも補助は現行とする。また、今年
度の実績では廃止の検討はできないと考え
る。

補助金を創設し
た原点に立ち返
り、中小企業へ
の支援政策とし
て市としてやる
べきことを考え
ていただきた
い。

税収や雇用状況
等の効果が検証
しやすい目標を
設定していただ
きたい。

目標や進捗率を
記載できないこ
とに疑問を感じ
る。

中小企業の役割
は大きく支援は
必要と考える。

少額の補助金で
あり、補助制度
が中小企業の負
担軽減となって
いるか疑問があ
る。 
商工会や金融機
関等への事務移
譲等含めた制度
の見直しを検討
していただきた
い。

市が直接行う制
度からの移行を
検討していただ
きたい。
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担当課 補助金名称 委員会評価
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担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

商工振興課
西尾市新規開業者応援
補助金

見直し
現行のま
ま実施

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の中、
新規開業をする事業者に対し現行のまま、経
営安定を図るために貸付資金の一部を補助し
ていく。また、今年度の実績では廃止の検討
はできないと考える。

補助金を創設し
た原点に立ち返
り、中小企業へ
の支援政策とし
て市としてやる
べきことを考え
ていただきた
い。

税収や雇用状況
等の効果が検証
しやすい目標を
設定していただ
きたい。

目標や進捗率を
記載できないこ
とに疑問を感じ
る。

中小企業の役割
は大きく支援は
必要と考える。

少額の補助金で
あり、補助制度
が中小企業の負
担軽減となって
いるか疑問があ
る。 
商工会や金融機
関等への事務移
譲等含めた制度
の見直しを検討
していただきた
い。

市が直接行う制
度からの移行を
検討していただ
きたい。

商工振興課
西尾市創業等支援資金
信用保証料補助金

見直し
現行のま
ま実施

新型コロナウイルス感染症の影響により、市
内中小事業者は大幅な減収にある。事業者救
済のためにも補助は現行とする。また、今年
度の実績では廃止の検討はできないと考え
る。

補助金を創設し
た原点に立ち返
り、中小企業へ
の支援政策とし
て市としてやる
べきことを考え
ていただきた
い。

税収や雇用状況
等の効果が検証
しやすい目標を
設定していただ
きたい。

目標や進捗率を
記載できないこ
とに疑問を感じ
る。

中小企業の役割
は大きく支援は
必要と考える。

少額の補助金で
あり、補助制度
が中小企業の負
担軽減となって
いるか疑問があ
る。 
商工会や金融機
関等への事務移
譲等含めた制度
の見直しを検討
していただきた
い。

市が直接行う制
度からの移行を
検討していただ
きたい。

商工振興課
西尾市勤労者団体事業
補助金

廃止検討
現行のま
ま実施

労働者の諸権利の確立や労働条件等の維持・
改善を目的に活動する団体に対しての補助は
労働行政の観点から現行のままと判断する。

法的根拠を含め
た補助の目的を
明確にして、市
民に説明できる
ようにしていた
だきたい。

市が補助をする
ことによって、
何を求めている
のか明確にして
いただきたい。

補助金がなくて
も運営できる団
体であれば、補
助をする必要が
ないと考える。

勤労者の相談窓
口へ補助をする
など、市民に説
明できる補助と
していただき
い。

商工振興課
西尾市勤労者団体事業
補助金

廃止検討
現行のま
ま実施

労働者の諸権利の確立や労働条件等の維持・
改善を目的に活動する団体に対しての補助は
労働行政の観点から現行のままと判断する。

法的根拠を含め
た補助の目的を
明確にして、市
民に説明できる
ようにしていた
だきたい。

市が補助をする
ことによって、
何を求めている
のか明確にして
いただきたい。

補助金がなくて
も運営できる団
体であれば、補
助をする必要が
ないと考える。

勤労者の相談窓
口へ補助をする
など、市民に説
明できる補助と
していただき
い。
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担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

商工振興課

愛知県労働者福祉協議
会西三河支部事業補助
金

廃止検討
現行のま
ま実施

労働者の経済的、社会的地位の向上を図るこ
とを目的とする団体への補助は労働行政の観
点から現行のままと判断する。

法的根拠を含め
た補助の目的を
明確にして、市
民に説明できる
ようにしていた
だきたい。

市が補助をする
ことによって、
何を求めている
のか明確にして
いただきたい。

補助金がなくて
も運営できる団
体であれば、補
助をする必要が
ないと考える。

勤労者の相談窓
口へ補助をする
など、市民に説
明できる補助と
していただき
い。

商工振興課
西尾みなみ商工会経営
改善事業補助金

見直し
現行のま
ま実施

市内商工業者の経営改善することは地域経済
の発展に寄与する有意義な事業であることか
ら現行のまま実施とする。

市の方針に沿っ
た補助となるよ
うにしていただ
きたい。

補助金の額につ
いて市民に説明
できるように合
理的な積算が必
要である。

補助事業の目的
別に要綱を設置
すべきである。

地域総合振興事
業と経営改善普
及事業を一本化
し、わかりやす
い補助金にして
いただきたい。

商工振興課
吉良商店街活性化事業
補助金

見直し
現行のま
ま実施

現行の要綱は、地域からの要望に対して市と
して柔軟に対応することが可能なものとなっ
ており、関係団体が行う事業の推進及び振興
に寄与するのもであるから現行のまま実施と
する。

補助事業にあっ
た要綱を設置し
ていただきた
い。

補助事業の性質
別に要綱を設置
すべきである。

商工振興課
本町げんき商店街推進
事業費補助金

見直し
現行のま
ま実施

現現行の要綱は、地域からの要望に対して市
として柔軟に対応することが可能なものと
なっており、関係団体が行う事業の推進及び
振興に寄与するのもであるから現行のまま実
施とする。

補助事業にあっ
た要綱を設置し
ていただきた
い。

補助事業の性質
別に要綱を設置
すべきである。
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担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

商工振興課 西尾商工会議所補助金 見直し
現行のま
ま実施

市内の商工業の発展と地域経済の活性化に寄
与するものであることから現行のまま実施と
する。

市の方針に沿っ
た補助となるよ
うにしていただ
きたい。

補助金の額につ
いて市民に説明
できるように合
理的な積算が必
要である。

補助事業の目的
別に要綱を設置
すべきである。

地域総合振興事
業と経営改善普
及事業を一本化
し、わかりやす
い補助金にして
いただきたい。

商工振興課 一色町商工会補助金 見直し
現行のま
ま実施

市内の商工業の発展と地域経済の活性化に寄
与するものであることから現行のまま実施と
する。

市の方針に沿っ
た補助となるよ
うにしていただ
きたい。

補助金の額につ
いて市民に説明
できるように合
理的な積算が必
要である。

補助事業の目的
別に要綱を設置
すべきである。

地域総合振興事
業と経営改善普
及事業を一本化
し、わかりやす
い補助金にして
いただきたい。

商工振興課
西尾みなみ商工会補助
金

見直し
現行のま
ま実施

市内の商工業の発展と地域経済の活性化に寄
与するものであることから現行のまま実施と
する。

市の方針に沿っ
た補助となるよ
うにしていただ
きたい。

補助金の額につ
いて市民に説明
できるように合
理的な積算が必
要である。

補助事業の目的
別に要綱を設置
すべきである。

地域総合振興事
業と経営改善普
及事業を一本化
し、わかりやす
い補助金にして
いただきたい。

商工振興課
西尾商工会議所経営改
善事業補助金

見直し
現行のま
ま実施

市内商工業者の経営改善することが地域経済
の発展に寄与するものであることから現行の
まま実施とする。

市の方針に沿っ
た補助となるよ
うにしていただ
きたい。

補助金の額につ
いて市民に説明
できるように合
理的な積算が必
要である。

補助事業の目的
別に要綱を設置
すべきである。

地域総合振興事
業と経営改善普
及事業を一本化
し、わかりやす
い補助金にして
いただきたい。
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商工振興課
一色町商工会経営改善
事業補助金

見直し
現行のま
ま実施

市内商工業者の経営改善することが地域経済
の発展に寄与するものであることから現行の
まま実施とする。

市の方針に沿っ
た補助となるよ
うにしていただ
きたい。

補助金の額につ
いて市民に説明
できるように合
理的な積算が必
要である。

補助事業の目的
別に要綱を設置
すべきである。

地域総合振興事
業と経営改善普
及事業を一本化
し、わかりやす
い補助金にして
いただきたい。

商工振興課
西尾市商業協同組合
（電灯料）補助金

見直し
現行のま
ま実施

商店街の維持・活性化を図ることを目的とし
た補助であり、防犯目的の町内会への補助と
は趣旨が異なることから、補助基準を統一す
ることは困難と判断する。

町内会の防犯灯
への補助基準と
統一するなどし
て、事務の効率
化を検討してい
ただきたい。

道路照明灯・街
路灯・防犯灯等
の外灯を管理す
る関係課との連
携を密にしてい
ただきたい。

街路灯と防犯灯
の設置目的は異
なると思うが、
市内を照らすと
いう意味で供用
することを含め
た検討をしてい
ただきたい。

商工振興課
一色町商工会（電灯
料）補助金

見直し
現行のま
ま実施

商店街の維持・活性化を図ることを目的とし
た補助であり、防犯目的の町内会への補助と
は趣旨が異なることから、補助基準を統一す
ることは困難と判断する。

町内会の防犯灯
への補助基準と
統一するなどし
て、事務の効率
化を検討してい
ただきたい。

道路照明灯・街
路灯・防犯灯等
の外灯を管理す
る関係課との連
携を密にしてい
ただきたい。

街路灯と防犯灯
の設置目的は異
なると思うが、
市内を照らすと
いう意味で供用
することを含め
た検討をしてい
ただきたい。

商工振興課
西尾みなみ商工会（電
灯料）補助金

見直し
現行のま
ま実施

商店街の維持・活性化を図ることを目的とし
た補助であり、防犯目的の町内会への補助と
は趣旨が異なることから、補助基準を統一す
ることは困難と判断する。

町内会の防犯灯
への補助基準と
統一するなどし
て、事務の効率
化を検討してい
ただきたい。

道路照明灯・街
路灯・防犯灯等
の外灯を管理す
る関係課との連
携を密にしてい
ただきたい。

街路灯と防犯灯
の設置目的は異
なると思うが、
市内を照らすと
いう意味で供用
することを含め
た検討をしてい
ただきたい。



令和元年度に補助金等検討委員会が評価した補助金の検討状況

担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

商工振興課

西尾市商業協同組合
（街路灯償却資産）補
助金

見直し
現行のま
ま実施

事務の効率化を図りたいが、減免にできる法
的根拠が存在しないため、現行のまま実施す
る。

収入先（固定資
産税）と支出先
（補助金）が同
じで１００％補
助なら、事務の
効率化の観点か
ら減免や非課税
等にすることを
検討していただ
きたい。

道路照明灯・街
路灯・防犯灯等
の外灯を管理す
る関係課との連
携を密にしてい
ただきたい。

街路灯と防犯灯
の設置目的は異
なると思うが、
市内を照らすと
いう意味で供用
することを含め
た検討をしてい
ただきたい。

商工振興課
西尾みなみ商工会（LED
化）補助金

見直し
現行のま
ま実施

商店街の維持・活性化を図ることを目的とし
た補助であり、防犯目的の町内会への補助と
は趣旨が異なることから、補助基準を統一す
ることは困難と判断する。

町内会の防犯灯
への補助基準と
統一するなどし
て、事務の効率
化を検討してい
ただきたい。

道路照明灯・街
路灯・防犯灯等
の外灯を管理す
る関係課との連
携を密にしてい
ただきたい。

街路灯と防犯灯
の設置目的は異
なると思うが、
市内を照らすと
いう意味で供用
することを含め
た検討をしてい
ただきたい。

商工振興課
西尾市商業協同組合
（道路占用料）補助金

見直し
現行のま
ま実施

事務の効率化を図りたいが、県・市の条例に
減免にできる法的根拠が存在しないため、現
行のまま実施する。

収入先（道路占
用料）と支出先
（補助金）が同
じで１００％補
助なら、事務の
効率化の観点か
ら減免や非課税
等にすることを
検討していただ
きたい。

道路照明灯・街
路灯・防犯灯等
の外灯を管理す
る関係課との連
携を密にしてい
ただきたい。

街路灯と防犯灯
の設置目的は異
なると思うが、
市内を照らすと
いう意味で供用
することを含め
た検討をしてい
ただきたい。

商工振興課
一色町商工会（道路占
用料）補助金

見直し
現行のま
ま実施

事務の効率化を図りたいが、県・市の条例に
減免にできる法的根拠が存在しないため、現
行のまま実施する。

収入先（道路占
用料）と支出先
（補助金）が同
じで１００％補
助なら、事務の
効率化の観点か
ら減免や非課税
等にすることを
検討していただ
きたい。

道路照明灯・街
路灯・防犯灯等
の外灯を管理す
る関係課との連
携を密にしてい
ただきたい。

街路灯と防犯灯
の設置目的は異
なると思うが、
市内を照らすと
いう意味で供用
することを含め
た検討をしてい
ただきたい。



令和元年度に補助金等検討委員会が評価した補助金の検討状況

担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

商工振興課
西尾みなみ商工会（道
路占用料）補助金

見直し
現行のま
ま実施

事務の効率化を図りたいが、県・市の条例に
減免にできる法的根拠が存在しないため、現
行のまま実施する。

収入先（道路占
用料）と支出先
（補助金）が同
じで１００％補
助なら、事務の
効率化の観点か
ら減免や非課税
等にすることを
検討していただ
きたい。

道路照明灯・街
路灯・防犯灯等
の外灯を管理す
る関係課との連
携を密にしてい
ただきたい。

街路灯と防犯灯
の設置目的は異
なると思うが、
市内を照らすと
いう意味で供用
することを含め
た検討をしてい
ただきたい。

商工振興課
企業見本市等出展支援
事業補助金

見直し
拡大して

実施

・対象業種を製造業のみから拡大を検討。 
・小さな企業が採択されやすいよう、審査基
準項目で小規模事業者にポイント加算するこ
とを検討。 
・対象業種を拡大することにより、予算の増
額要求をすることを検討。

中小企業のニー
ズや費用対効果
を検証して、市
場開拓や販路拡
大を目指す企業
が利用しやすい
補助金としてい
ただきたい。

市場開拓や販路
拡大の進捗管理
しやすい目標を
設定した方が良
いと考える。

補助の対象につ
いて製造業以外
についても検討
していただきた
い。

補助事業者の対
象を拡大し、小
さな企業も出店
できるような補
助金としていた
だきたい。

農水振興課
米生産調整業務事業費
補助金

見直し
現行のま
ま実施

近隣市においても、ＪＡやその他実施団体に
対し、米の生産調整事務に対しての補助金を
補助している実態を確認。何れの自治体にお
いても、行政だけの力では当該業務の遂行は
不可能であるとの見解有り。 
当該業務の全般にわたり協力関係にあるため
対象経費の限定は困難な状況であるが、経費
内容の明確化等により、適正な補助の実施を
推進していく。

生産調整の必要
性は理解する
が、全国的に行
われていること
を理由にするの
ではなく、市と
して補助割合の
根拠を調査検討
していただきた
い。

近隣市の状況を
確認していただ
きたい。

補助対象経費の
算出方法等を再
検討していただ
きたい。

農水振興課
景観作物推進事業費補
助金

廃止検討
縮小して

実施

実施団体や関係機関と話合いをした結果、田
んぼアートは、観光資源として有効性がある
と判断し、主に観光面で観光文化振興課と連
携しつつ、引き続き継続する。菜の花につい
ては、教育の意味合いから学校教育の一環と
して、主に教育委員会と連携しつつ、引き続
き継続する。コスモスは自助努力で行うべき
であり、観光や教育面での有効性が低いと判
断し廃止した。

商工観光課や教
育委員会等と連
携し、目的と目
標を明確にして
いただきたい。

補助の必要性を
説明するために
も、観光客数を
目標とするなど
の具体的な目標
を設定していた
だきたい。

進捗状況が確認
しやすいように
していただきた
い。

アートが目的な
のか観光が目的
なのかわからな
い現状に問題が
ある。

公共政策として
の意義を再検討
していただきた
い。



令和元年度に補助金等検討委員会が評価した補助金の検討状況

担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

農水振興課 憩の農園運営費補助金 見直し
現行のま
ま実施

憩の農園及び西尾市バラ園は市の重要な観光
資源であることから、現行のまま実施する。 
岡崎一色線の整備に伴い、施設の改修等が予
想されるので、施設を運営している西三河農
業協同組合と今後の運営について協議を重
ね、補助のあり方についても検討する。

市が運営費の補
助をする必要性
を検討する時期
である。

来場者数等を把
握し、計画的な
目標の設定をす
ることは必要と
考える。

入場料を徴収
し、補助金を廃
止する方法も考
えていただきた
い。

西三河農協に対
する補助金を整
理していただき
たい。

農水振興課
農業後継者育成対策事
業費補助金

見直し 廃止

事業内容を精査し、幡豆西尾酪農青年部につ
いては廃止した。

補助金の名称を
補助の内容に
合った市民に分
かりやすい名称
にしていただき
たい。

要綱は実態に合
わせて改正して
いただきたい。
また補助金額の
根拠を明確にし
ていただきた
い。

6団体に同額の
補助金を出すの
ではなく、本当
に必要な団体に
集中して補助す
る方法を検討し
ていただきた
い。

良い取り組みで
あるので、小学
生が在学中に１
度は体験できる
ように工夫して
いただきたい。

農水振興課
農業後継者育成対策事
業費補助金

見直し
現行のま
ま実施

西尾鉢物出荷組合青年部駄鉢会については、
事業内容の見直しを行い、栽培技術の向上や
販売方法の検討は必要であるため事業を継続
する。補助金名称については引き続き検討す
る。

補助金の名称を
補助の内容に
合った市民に分
かりやすい名称
にしていただき
たい。

要綱は実態に合
わせて改正して
いただきたい。
また補助金額の
根拠を明確にし
ていただきた
い。

6団体に同額の
補助金を出すの
ではなく、本当
に必要な団体に
集中して補助す
る方法を検討し
ていただきた
い。

良い取り組みで
あるので、小学
生が在学中に１
度は体験できる
ように工夫して
いただきたい。

農水振興課
農業後継者育成対策事
業費補助金

見直し
現行のま
ま実施

西尾茶業クラブについては、事業内容の見直
しを行い、地元小学校への伝統的な手もみ茶
体験の指導や地域ブランド「西尾の抹茶」を
広くアピールするとして事業を継続する。補
助金名称については引き続き検討する。

補助金の名称を
補助の内容に
合った市民に分
かりやすい名称
にしていただき
たい。

要綱は実態に合
わせて改正して
いただきたい。
また補助金額の
根拠を明確にし
ていただきた
い。

6団体に同額の
補助金を出すの
ではなく、本当
に必要な団体に
集中して補助す
る方法を検討し
ていただきた
い。

良い取り組みで
あるので、小学
生が在学中に１
度は体験できる
ように工夫して
いただきたい。



令和元年度に補助金等検討委員会が評価した補助金の検討状況

担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

農水振興課
農業後継者育成対策事
業費補助金

見直し
拡大して

実施

西尾4Hクラブについては、事業内容の見直し
を行い、地元保育園等への農産物の寄贈や会
員の育てる幅広い種類の農産物のアピールを
行うとして事業を継続する。また、農産物寄
贈の拡大を行って実施する。補助金名称につ
いては引き続き検討する。

補助金の名称を
補助の内容に
合った市民に分
かりやすい名称
にしていただき
たい。

要綱は実態に合
わせて改正して
いただきたい。
また補助金額の
根拠を明確にし
ていただきた
い。

6団体に同額の
補助金を出すの
ではなく、本当
に必要な団体に
集中して補助す
る方法を検討し
ていただきた
い。

良い取り組みで
あるので、小学
生が在学中に１
度は体験できる
ように工夫して
いただきたい。

農水振興課
農業後継者育成対策事
業費補助金

見直し
現行のま
ま実施

稲作青年部については、事業内容の見直しを
行い、市内の親子を対象とした農業体験や食
育講座を行うことで食の大切さや将来の職業
の選択肢としての農業を伝えていくとして事
業を継続する。補助金名称については引き続
き検討する。

補助金の名称を
補助の内容に
合った市民に分
かりやすい名称
にしていただき
たい。

要綱は実態に合
わせて改正して
いただきたい。
また補助金額の
根拠を明確にし
ていただきた
い。

6団体に同額の
補助金を出すの
ではなく、本当
に必要な団体に
集中して補助す
る方法を検討し
ていただきた
い。

良い取り組みで
あるので、小学
生が在学中に１
度は体験できる
ように工夫して
いただきたい。

農水振興課
農業後継者育成対策事
業費補助金

見直し
拡大して

実施

西三河農協きゅうり部会青年部については、
事業内容の見直しを行い、市内小学校への
きゅうりの出前授業や給食へのきゅうりの寄
贈やきゅうりのPR活動を行うため、事業を継
続する。また、PR活動を拡大して実施する。
補助金名称については引き続き検討する。

補助金の名称を
補助の内容に
合った市民に分
かりやすい名称
にしていただき
たい。

要綱は実態に合
わせて改正して
いただきたい。
また補助金額の
根拠を明確にし
ていただきた
い。

6団体に同額の
補助金を出すの
ではなく、本当
に必要な団体に
集中して補助す
る方法を検討し
ていただきた
い。

良い取り組みで
あるので、小学
生が在学中に１
度は体験できる
ように工夫して
いただきたい。

農水振興課
にしお農業塾事業費補
助金

見直し
現行のま
ま実施

耕作放棄地の防止や、担い手の確保のため必
要であるため、継続する。

農業は食育や老
後の楽しみなど
様々な可能性を
秘めていると思
われるので、他
の部署と連携し
ながら検討して
いただきたい。

市の方向性を再
検討し、計画性
のある補助金に
していただきた
い。



令和元年度に補助金等検討委員会が評価した補助金の検討状況

担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

農水振興課
優良種子生産事業費補
助金

現状維持
現行のま
ま実施

作物生産の基礎である種子生産事業に対し、
補助団体からの要望や事業実績内容によって
は補助金の増額も視野に入れつつ、補助を継
続する。

補助金額が妥当
なのかを検討し
ていただきた
い。

米、麦、大豆以
外の種子も対象
とし、補助金の
増額を検討して
いただきたい。

補助金の額が少
額であり、補助
の必要性に疑問
を感じる。

農水振興課
農業近代化資金利子補
給費補助金

見直し
現行のま
ま実施

　愛知県と協調しており、農業者等が資本装
備の整備拡充と農業経営の近代化を推進する
ため、利子補給の措置を講じ、長期かつ低利
の融資を円滑にするため現行のまま実施とす
る。

1人当たりの補
助額が少額であ
り、他の農業振
興策を検討して
いただきたい。

設備投資に多額
の費用が必要と
なるのは農業だ
けではない。

農業法人の設立
登記費用補助
等、別の方法も
検討していただ
きたい。

市と金融機関等
の事務負担を考
慮すれば、補助
制度を一旦廃止
し、高金利に
なった場合に再
度補助制度を検
討すればよいと
考える。

農水振興課
農業経営基盤強化資金
利子補給費補助金

見直し
現行のま
ま実施

　新規の借り入れへの利子補給は既に廃止し
ている。 
　既に借り入れ中の資金については、償還ま
で利子補給をすることになっているため、現
行のまま実施とする。

現行制度への大
きな指摘はない
が、さらに良い
制度にしていた
だきたい。

設備投資に多額
の費用が必要と
なるのは農業だ
けではない。

農業法人の設立
登記費用補助
等、別の方法も
検討していただ
きたい。

市と金融機関等
の事務負担を考
慮すれば、補助
制度を一旦廃止
し、高金利に
なった場合に再
度補助制度を検
討すればよいと
考える。

農水振興課

環境保全型農業推進事
業費補助金（コン
フューザー設置事業）

現状維持
現行のま
ま実施

害虫防除のためのコンフューザー（交信攪乱
剤）を設置することで、農薬使用の低減に
よって環境保全型農業へ寄与しつつ、地域ブ
ランドとしての西尾梨の品質向上を図ること
ができるため、コンフューザー設置推進のた
めに補助を継続する。

西尾市の目指す
農業政策を明確
にし、進捗管理
をしっかり行っ
ていただきた
い。

食の安全や環境
に配慮した農業
に西尾市が補助
金を交付して取
り組んでいるこ
とや、その効果
を市民が知る機
会を作っていた
だきたい。



令和元年度に補助金等検討委員会が評価した補助金の検討状況

担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

農水振興課

環境保全型農業推進事
業費補助金（地力増進
事業）

現状維持
現行のま
ま実施

地力増進に大きく貢献し、耕畜の連携にも寄
与する堆肥の施用を促進するため、今後も補
助を継続する。

西尾市の目指す
農業政策を明確
にし、進捗管理
をしっかり行っ
ていただきた
い。

食の安全や環境
に配慮した農業
に西尾市が補助
金を交付して取
り組んでいるこ
とや、その効果
を市民が知る機
会を作っていた
だきたい。

協議会の事務局
が西尾市の内部
にあることは望
ましくない。

農水振興課
漁業近代化資金等利子
補給費補助金

見直し
現行のま
ま実施

愛知県と協調しており、漁業者が資本装備の
整備拡充と漁業経営の近代化を推進するた
め、利子補給の措置を講じ、長期かつ低利の
融資を円滑にするため本事業は必要であり、
現行のまま実施とする。

1人当たりの補
助額が少額であ
り、他の漁業振
興策を検討して
いただきたい。

市と金融機関等
の事務負担を考
慮すれば、補助
制度を一旦廃止
し、高金利に
なった場合に再
度補助制度を検
討すればよいと
考える。

農水振興課
鉢物販売促進支援事業
費補助金

廃止検討
縮小して

実施

　補助廃止及び目標年度については、コロナ
をきっかけにリモート商談を取り入れるな
ど、今後新しい生活様式に対応する経営環境
を整えることへの模索期間であり、日々変化
する市場の状況に対応しながら新しい取組み
や情報を入手していく必要があるため、社会
情勢を鑑みながら検討していく。

特定の団体に対
して恒常的に支
出している補助
金については、
目標年度（終
期）を設定して
いただきたい。

農林水産業は保
護すべき大切な
産業ではある
が、他の産業と
比較して不公平
感のない補助制
度としていただ
きたい。

補助団体のホー
ムページの充実
などは自助努力
で行うよう促す
べきであり、自
立を促す補助制
度としていただ
きたい。

事業の手あげ方
式で補助金を交
付する仕組みを
考えていただき
たい。

農水振興課
バラ販売促進支援事業
費補助金

廃止検討
縮小して

実施

　補助廃止及び目標年度については、コロナ
をきっかけに、ＳＮＳの活用やデジタルカタ
ログの導入検討などの、今後新しい生活様式
に対応する経営環境を整えることへの模索期
間であり、日々変化する市場の状況に対応し
ながら新しい取組みや情報を入手していく必
要があるため、社会情勢を鑑みながら検討し
ていく。

特定の団体に対
して恒常的に支
出している補助
金については、
目標年度（終
期）を設定して
いただきたい。

農林水産業は保
護すべき大切な
産業ではある
が、他の産業と
比較して不公平
感のない補助制
度としていただ
きたい。

補助団体のカタ
ログやポスター
作成などは自助
努力で行うよう
促すべきであ
り、自立を促す
補助制度として
いただきたい。

事業の手あげ方
式で補助金を交
付する仕組みを
考えていただき
たい。



令和元年度に補助金等検討委員会が評価した補助金の検討状況

担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

農水振興課
特産物育成事業費補助
金

廃止検討
縮小して

実施

　補助対象や団体の目標等を明確化すること
を補助団体に申し入れた。また、補助金の有
効性や各部会の目指す姿を明確化していく。

特産物という定
義は曖昧なた
め、補助団体が
目指す目標を明
確にした上で補
助金の交付を判
断していただき
たい。

補助団体が複数
の補助金を申請
する場合がある
ので、申請事務
の改善をしてい
ただきたい。

幅広い特産物に
補助金を交付す
るのではなく、
市が特産物とし
てＰＲしたいも
のを集約して補
助をする方法を
検討していただ
きたい。

補助金を交付し
て、どれだけの
効果があるかを
念頭に判断して
いただきたい。

農水振興課
いちご振興事業費補助
金

見直し
現行のま
ま実施

ウイルスフリー苗を部会全体で使うことで、
病害を防止し、産地を形成しているため、補
助の期限を明確にすることは難しい。生産の
安定と品質向上の現状をふまえ、このまま継
続する。

市からの補助の
期限を明確に
し、補助団体の
自立を促すよう
にしていただき
たい。

ブランド名の普
及には時間がか
かるので、ネー
ミングはよく検
討していただき
たい。

農水振興課
いちじくスクール事業
費補助金

見直し
現行のま
ま実施

　新規就農者の確保による、産地の維持・拡
大は重要であり、本市の農業振興に大きく寄
与するものであることから、現行のまま実施
する。

市からの補助の
期限を明確に
し、補助団体の
自立を促すよう
にしていただき
たい。

新規就農者を開
拓し、その後も
農業を継続して
おり、良い取り
組みと考える。

ブランド名の普
及には時間がか
かるので、ネー
ミングはよく検
討していただき
たい。

農水振興課
環境改善奨励事業費補
助金

見直し
現行のま
ま実施

　継続的に畜産経営の改善向上を促すために
も、環境改善効果が期待できる各種資材の利
用を奨励し、環境保全型農業の推進、地域環
境に配慮する必要があるため、現行のまま実
施する。

畜産農家と連携
し、個人では難
しい新たな取り
組みに対して市
が補助するよう
な補助金を検討
していただきた
い。

畜産環境の改善
に向けた活動が
近隣住民に理解
され、悪臭問題
や伝染病予防に
効果のあるよう
な、より良い補
助金となるよう
にしていただき
たい。

他課とも連携し
西尾市の豚を
もっとＰＲして
いただきたい。



令和元年度に補助金等検討委員会が評価した補助金の検討状況

担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

農水振興課
生産性向上対策事業費
補助金

見直し
現行のま
ま実施

新たな知識・情報の収集と早期伝達、社会情
勢にあった経営感覚の習得と後継者の育成を
図り、地域畜産業全般の発展のためにも現行
のまま実施とする。

畜産農家と連携
し、個人では難
しい新たな取り
組みに対して市
が補助するよう
な補助金を検討
していただきた
い。

畜産環境の改善
に向けた活動が
近隣住民に理解
され、悪臭問題
や伝染病予防に
効果のあるよう
な、より良い補
助金となるよう
にしていただき
たい。

他課とも連携し
西尾市の豚を
もっとＰＲして
いただきたい。

農水振興課 家畜伝染病予防助成金 見直し
拡大して

実施

　家畜の伝染病を防ぐため予防接種の奨励や
地域の自衛防疫組織の活動を支援し畜産経営
の健全な育成を図るとともに、地域の養豚経
営に大きな打撃となった豚熱（ＣＳＦ）の防
疫体制の強化として、豚熱（ＣＳＦ）予防注
射の補助をおこなうため、拡大して実施す
る。

畜産農家と連携
し、個人では難
しい新たな取り
組みに対して市
が補助するよう
な補助金を検討
していただきた
い。

畜産環境の改善
に向けた活動が
近隣住民に理解
され、悪臭問題
や伝染病予防に
効果のあるよう
な、より良い補
助金となるよう
にしていただき
たい。

他課とも連携し
西尾市の豚を
もっとＰＲして
いただきたい。

環境保全課
住宅用地球温暖化対策
設備導入費補助金

見直し
縮小して

実施

西尾市地球温暖化対策実行計画（区域施策
編）において、温室効果ガス排出量の削減目
標を定めている。2013年度を基準年度とし、
2026年度は15.2％の削減、2030年度は18.7％
の削減を目標としている。目標を達成するた
めには、太陽光発電などの再生可能エネル
ギーの導入を促進する必要があり、当補助金
はそのための重要な役割を担っています。な
お予算については、検討委員会の意見を念頭
に、元年度より6,100千円減額し29,000千円と
しています。

愛知県や他市の
補助制度を参考
にするのは良い
が、西尾市とし
て明確な目的と
目標を設定し、
進捗を管理し、
必要に応じた改
正を行っていた
だきたい。

市民に説明でき
る目標を設定し
ていただきた
い。

県協調補助金な
ので、県の評価
指標も参考にし
ていただきた
い。

評価を検証でき
るような他の目
標設定を検討し
ていただきた
い。

環境保全課
低公害車普及促進事業
補助金

見直し
現行のま
ま実施

西尾市地球温暖化対策実行計画（区域施策
編）において、温室効果ガス排出量の削減目
標を定めている。2013年度を基準年度とし、
2026年度は15.2％の削減、2030年度は18.7％
の削減を目標としている。目標を達成するた
めには、市独自の補助事業でありますが当補
助金はそのための重要な役割を担っていま
す。なお補助単価については、平成30年度に
見直しをしており、決算額は平成29年度と比
較し約44.6％に留まっており、令和2年度以降
は現行のまま実施予定です。

他市の補助制度
を参考にするの
は良いが、西尾
市として明確な
目的と目標を設
定し、進捗を管
理し、必要に応
じた改正を行っ
ていただきた
い。

補助をする目的
を明確にして、
市民に説明でき
る目標を設定し
ていただきた
い。

他県等と比較す
ると手厚い補助
であり、環境政
策として説明責
任が果たせるよ
うにしていただ
きたい。

車両の購入費用
に対して補助額
は少額であるの
で、補助の必要
性に疑問を感じ
る。



令和元年度に補助金等検討委員会が評価した補助金の検討状況

担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

公園緑地課
西尾市保存樹木・保存
樹林補助金

見直し
現行のま
ま実施

保存樹木に対する補助金は現行のまま継続し
て実施する。令和3年度については、県の事業
である「ふるさと樹木診断事業」に採択され
るよう申請し、補助の効果を上げる。

定額補助を改
め、樹木の保存
にかかった費用
に補助するよう
な制度にしてい
ただきたい。

市として積極的
に樹木・樹林の
保存に向けてで
きることを検討
していただきた
い。

樹木医による診
断を行うなど、
樹木の保存に努
めていただきた
い。

建築課
三世代同居対応住宅支
援事業補助金

見直し
拡大して

実施

市外から隣接地へ転入した場合の補助を検討
します。

多くの市民が三
世代同居できる
状況にない中
で、政策的に補
助するのであれ
ば、より必要と
される市民が利
用できるような
補助にしていた
だきたい。

子育て等にかか
る負担を軽減す
ることが目的で
あれば、人的要
件は必要と考え
ます。

補助対象を介護
保険制度で適用
されない住宅改
修とするなど明
確にしていただ
きたい。

同居を前提にす
るのではなく、
人的要件を加え
て隣居や近居を
含めた検討をし
ていただきた
い。

建築課
住宅・建築物耐震改修
費補助金

見直し
拡大して

実施

利用者の多い住宅除却の補助件数を増やすな
ど、補助メニューの再編をしました。今後
も、各補助メニューに対して適宜再編してい
きます。

補助件数の多い
住宅除去の補助
を充実するなど
の補助メニュー
の再編をしてい
ただきたい。

社会ニーズに合
わせて実績の少
ない補助金を廃
止し、需要の多
い補助金を充実
させるなどの補
助メニューの統
合や再編を検討
していただきた
い。

住宅除去補助を
受けた後の対応
（課税の特例
等）についても
他課と連携し
て、危険な建物
の減少に努めて
いただきたい。

建築課
ブロック塀等撤去補助
金

見直し
現行のま
ま実施

令和元年度から通学路、避難路等に面するブ
ロック塀等の撤去に対しての補助額を拡充し
ているため、現行のまま実施します。パト
ロールなどをして避難所への通路対象者へ制
度の周知に努めます。

避難所への通路
等を重点的に補
助していただき
たい。

社会ニーズに合
わせて実績の少
ない補助金を廃
止し、需要の多
い補助金を充実
させるなどの補
助メニューの統
合や再編を検討
していただきた
い。



令和元年度に補助金等検討委員会が評価した補助金の検討状況

担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

建築課
非木造住宅耐震診断費
補助金

廃止検討
縮小して

実施

今まで申請が無いため、予算の規模を縮小し
ました。

補助実績の少な
い補助金につい
ては、廃止を検
討していただき
たい。

社会ニーズに合
わせて実績の少
ない補助金を廃
止し、需要の多
い補助金を充実
させるなどの補
助メニューの統
合や再編を検討
していただきた
い。

国や県の補助が
あっても申請の
ない補助金の必
要性は感じな
い。

下水道管理課
水洗便所改造資金融資
あっせん及び利子補給

現状維持
現行のま
ま実施

引き続き、西尾市排水設備指定工事店に未接
続者へ制度を紹介するよう依頼するととも
に、更にわかりやすいパンフレットの作成を
検討する。

補助金の申請書
類の簡素化や類
似する制度との
統合を検討する
などして使いや
すい補助金とし
ていただきた
い。

下水道整備計画
を縮小したこと
を考慮すれば、
調整区域への不
公平感がある。

申請が進むよう
に申請書類等の
軽減をお願いし
たい。

補助金の終期を
設定し、定期的
な見直しをして
いただきたい。

下水道管理課
雨水貯留浸透施設設置
奨励補助金

見直し
現行のま
ま実施

更に申請件数を増やすため、西尾市全域にお
いて、パンフレットの回覧を行った。また、
雨水貯留施設の販売を行ってる店舗に、パン
フレットを置いてもらい、来客者等に制度を
紹介してもらうよう依頼する。

雨水対策は今後
さらに必要にな
ると思われるの
で、必要な個所
に戦略的に進め
られるような制
度にしていただ
きたい。

浸水想定区域内
の設置を優先す
るなどして浸水
被害の防止を積
極的に行ってい
ただきたい。

補助金の終期を
設定し、定期的
な見直しをして
いただきたい。

より申請が進む
ように民間企業
との連携などを
検討していただ
きたい。

教育庶務課
私立高等学校等授業料
補助金

見直し
拡大して

実施

令和２年度から、子どもの貧困対策の一環と
して、低所得者層の方の補助額の増額を実施
します。これにより、国や県の授業料補助を
含め、より低所得者層の方の私立高等学校等
の授業料については、ほぼ無償となる見込み
です。

低所得者層の補
助を手厚くする
など本当に学び
たい生徒に届く
ような補助金に
していただきた
い。

頑張る生徒を応
援するためにも
奨学金制度の充
実を検討してい
ただきたい。

定時制高校に通
学する生徒への
補助も検討して
いただきたい。

補助金が保護者
にわたらずに補
助できるような
仕組みを検討し
ていただきた
い。

補助金の創設か
らかなりの年数
が経過してお
り、現在の少子
化を踏まえた補
助の見直しを検
討していただき
たい。
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担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

教育庶務課 私立学校等補助金 見直し
現行のま
ま実施

私立高等学校等と調整し、今後の方向性を検
討したい。

学校法人独自の
授業料免除制度
に補助するなど
学校法人の運営
費補助にならな
いような補助を
検討していただ
きたい。

頑張る生徒を応
援するためにも
奨学金制度の充
実を検討してい
ただきたい。

補助金の使途や
目的が明確でな
いため、学校法
人への運営費補
助は推奨できな
い。

教育庶務課
西尾市佐久島高校生修
学支援事業費補助金

見直し
拡大して

実施

渡船定期代は、年額215,140円で、市の補助を
受けても123,706円の費用負担が発生する。教
育の機会均等の原則の確保及び、少しでも保
護者負担を減らし、安心して子育てをするこ
とができるまちの実現のため、通学費補助の
引き上げの実施を検討している。

渡船が運航中止
となり、自宅に
帰れなくなった
場合の宿泊費補
助について検討
していただきた
い。

佐久島からの高
校への通学費の
補助は必要と考
える。

渡船を利用した
通学費用の補助
について、他の
通学費補助制度
との補助率の違
いを明確にして
いただきたい。

学校教育課
小学校マ－チングバン
ド活動事業補助金

見直し 廃止

検討委員会の評価を受けて補助金は廃止する
が、、小学校マーチングバンド活動事業は、
学校文化活動の一層の推進・向上において必
要なものであるため、令和2年度から学校へ交
付する学校経営交付金の予算内で小学校に実
施してもらう。　※２年度は、小学校19校分
計1,314,200円　を交付金の予算で交付
３年度以降も現行（２年度）のまま実施して
いきたい。

部活動等の補助
は学校予算で交
付するべきであ
る。

マーチングバン
ド活動だけに補
助することは、
他の活動との公
平性に問題があ
る。

楽器の購入費用
等を募る方法等
を検討していた
だきたい。

学校教育課
児童生徒活動推進費補
助金

見直し 廃止

検討委員会の評価を受けて補助金は廃止する
が、対象事業である小・中・義務教育学校の
文化・体育活動、部活動及び児童会・生徒会
ボランティア活動は、児童・生徒活動の一層
の推進・向上に必要なものであるため、令和
２年度から学校へ交付する学校経営交付金の
予算内で小・中学校等に実施してもらう。
※２年度は学校経営交付金のうち、文化・体
育活動費、部活動費、児童会・生徒会ボラン
ティア活動費分（小・中・義務教育学校 全35
校分）の総額は、8,224,200円
３年度以降も現行（２年度）のまま実施して
いきたい。

部活動等の補助
は学校予算で交
付するべきであ
る。

補助の方法を見
直し、教員の負
担も軽減してい
ただきたい。



令和元年度に補助金等検討委員会が評価した補助金の検討状況

担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

学校教育課

西尾市立佐久島小・中
学校小規模特認校通学
児童・生徒渡船料補助
金

見直し 廃止

佐久島しおさい学校（平成31年度から義務教
育学校になり学校名を変更）へ島外から通う
しおかぜ通学者が学校の存続や佐久島の活性
化に寄与していることから、渡船使用料を予
算措置することは必要であると考え、補助金
に替えて、令和２年度から西尾市立学校小規
模特認校制度実施要綱に基づき渡船使用料で
予算措置する。　※しおかぜ通学者渡船使用
料の２年度予算は　2,857,000円（19人分の定
期代）
３年度以降も現行（２年度）のまま実施して
いきたい。

渡船を利用した
通学費用の補助
について、他の
通学費補助制度
との補助率の違
いを明確にして
いただきたい。

しおさい学校を
活性化させるた
めに必要な補助
と考えるが、他
の補助制度を含
め佐久島に対す
る補助が多く、
他地域との公平
性に疑問を感じ
る。

少子化の時代に
学校の統廃合を
検討することは
必要である。

学校教育課

西尾市立佐久島小・中
学校小規模特認校通学
児童・生徒緊急時宿泊
費補助金

見直し 廃止

佐久島しおさい学校（平成31年度から義務教
育学校になり学校名を変更）へ島外から通う
しおかぜ通学者が学校の存続や佐久島の活性
化に寄与しており、学校にいる時に自然災害
等により渡船が欠航し、帰宅できない場合の
佐久島での宿泊費の一部を市が支払うことは
必要であると考え、捕助金に替えて、令和２
年度から宿泊施設使用料（緊急時宿泊費）と
して、予算措置する。　※２年度予算
38,000円（１泊1,000円×19人×２回）
３年度以降も現行（２年度）のまま実施して
いきたい。

渡船を利用した
通学費用の補助
について、他の
通学費補助制度
との補助率の違
いを明確にして
いただきたい。

しおさい学校を
活性化させるた
めに必要な補助
と考えるが、他
の補助制度を含
め佐久島に対す
る補助が多く、
他地域との公平
性に疑問を感じ
る。

少子化の時代に
学校の統廃合を
検討することは
必要である。

生涯学習課
西尾市子ども会育成連
絡協議会補助金

見直し
縮小して

実施

現在の要綱は、社会教育活動を行っている団
体であれば申請は可能です。 
令和３年度以降の補助金について、補助対象
事業、補助対象経費、補助額について見直し
中であり、団体に対しても、会費の見直しな
ど自主財源の確保について提案予定で、実施
されれば補助金は縮小すると考えます。

社会教育活動を
行う団体であれ
ば補助金の申請
ができるような
補助金要綱に改
正していただき
たい。

補助金の対象を
拡大し、申請の
あった団体を審
査して交付する
ような補助制度
にしていただき
たい。

補助団体への定
額補助金ではな
く、補助団体の
行っている事業
に対して補助金
を交付していた
だきたい。

補助金の交付先
が単位子ども会
活動費補助金と
同じであるの
で、補助金の統
合を検討してい
ただきたい。

社会教育関係団
体補助金交付要
綱を根拠に子ど
も会に補助をす
ることに疑問が
ある。

生涯学習課
ボ－イ・ガ－ルスカウ
ト補助金

見直し
縮小して

実施

現在の要綱は、社会教育活動を行っている団
体であれば申請は可能です。 
令和３年度以降の補助金について、補助対象
事業、補助対象経費、補助額について見直し
中であり、団体に対しても、会費の見直しな
ど自主財源の確保について提案予定で、実施
されれば補助金は縮小すると考えます。

社会教育活動を
行う団体であれ
ば補助金の申請
ができるような
補助金要綱に改
正していただき
たい。

補助金の対象を
拡大し、申請の
あった団体を審
査して交付する
ような補助制度
にしていただき
たい。

補助団体への定
額補助金ではな
く、補助団体の
行っている事業
に対して補助金
を交付していた
だきたい。
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担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

生涯学習課
単位子ども会活動費補
助金

見直し
現行のま
ま実施

子ども会の活動は、町内会の異年齢の子ども
が集まり、様々な体験を通じて社会を学んで
いく子ども達にとって必要な活動であり、地
域で支えていく必要があります。具体的には
人的な部分を地域で支えています。財政的な
部分については、会費以外には主たる収入は
見込めないため、行政が支えていかなければ
ならないと考えます。現行の補助金は、1団体
あたり3000円と小学生会員1人あたり500円で
あるため、子ども会活動を継続していくに
は、引き続き現行の補助を行う必要があると
考えます。

社会教育活動を
行う団体であれ
ば補助金の申請
ができるような
補助金要綱に改
正していただき
たい。

補助金の対象を
拡大し、申請の
あった団体を審
査して交付する
ような補助制度
にしていただき
たい。

補助団体への定
額補助金ではな
く、補助団体の
行っている事業
に対して補助金
を交付していた
だきたい。

補助金の交付先
が西尾市子ども
会育成連絡協議
会補助金と同じ
であるので、補
助金の統合を検
討していただき
たい。

社会教育関係団
体補助金交付要
綱を根拠に子ど
も会に補助をす
ることに疑問が
ある。

生涯学習課
西尾市少年少女発明ク
ラブ補助金

見直し
現行のま
ま実施

将来のものづくりの担い手を育成する取り組
みであり、多くのものづくり企業が集積する
本市にとって、長期的視点に立った重要な事
業です。令和３年度以降の補助金見直しに向
けては、団体に対して、会費の見直し、幅広
く企業等へ寄附の協力を求めていただくな
ど、自主財源の確保について強化策を予定し
ていますが、寄附については、新型コロナウ
イルス感染症の影響による企業業績の悪化が
見込まれ少なくなる傾向があります。そのた
め、当面は現行のまま実施してまいりたいと
考えます。

補助団体が会費
や賛助金等で自
立して運営でき
るように導いて
いただきたい。

補助金の対象を
拡大し、申請の
あった団体を審
査して交付する
ような制度にし
ていただきた
い。

社会教育活動を
行う団体であれ
ば補助金の申請
ができるような
補助金要綱に改
正していただき
たい。

補助団体への定
額補助金ではな
く、補助団体の
行っている事業
に対して補助金
を交付していた
だきたい。

生涯学習課
西尾市PTA連絡協議会補
助金

廃止検討 廃止

西尾市ＰＴＡ連絡協議会補助金は令和３年度
に廃止しますが、西尾市ＰＴＡ連絡協議会は
保護者と教職員で構成される団体であり、青
少年健全育成に関わる重要な社会教育活動を
行うボランティア団体であります。課として
は、従来の運営に対する補助はいったん廃止
し、新たに活動費に対する補助を検討してお
り、補助対象となる事業、経費、補助額を明
確化するとともに、団体に対し会費の見直し
などを提案する予定です。

事業を見直し、
会費収入で運営
ができるように
導いていただき
たい。

PTA組織の見直
しを検討してい
ただきたい。

PTAではなく、
保護者会などと
して活動できな
いかを検討して
いただきたい。

スポーツ振興課
西尾市スポーツ推進委
員会助成金

廃止検討
縮小して

実施

スポーツ推進委員会はそれぞれの地域を分担
した活動も行っており、地域に根差した活動
が可能である。市の非常勤の職員、また、地
域の代表者として地域のニーズや地域の人々
が参加しやすい環境で教室等を開催すること
ができる。そのことにより、地域の枠を越え
て西尾市全体のスポーツ振興にも繋がってい
る。また、市の非常勤職員として活動するの
で、その使命感により、市とより良い連携を
とることができ、西尾市一体となったスポー
ツ振興活動を可能とする。そのことも踏ま
え、スポーツ推進委員の必要性を考慮し、縮
小しての実施とする。

他の社会教育活
動を行う団体と
合わせ、どの団
体でも申請する
ことができ、認
定された団体が
補助金を受給で
きるような補助
金要綱に改正し
ていただきた
い。

西尾市のスポー
ツ行政が適正に
おかなわれてい
るかを他市の状
況も踏まえて検
証していただき
たい。

推進委員に報酬
が支払われ、推
進委員会に助成
金が交付されて
いることに疑問
を感じる。
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担当課 補助金名称 委員会評価
担当課R02
方向性

担当課R02　検討状況 委員会の評価 その他の意見

スポーツ振興課
スポ・レク青体選手派
遣費補助金

廃止検討 廃止

愛知スポーツ・レクリエーションフェスティ
バルについては、補助対象である西三河地区
大会が令和2年度から廃止となったことにより
補助対象からも除外。また、愛知県青年体育
大会も近年、一部の種目のみの交付になって
いるため、公平性の観点から令和3年度から廃
止とする。

公平性や公益性
の観点から補助
金の抜本的な見
直しを検討して
いただきたい。

他の社会教育活
動を行う団体と
合わせ、どの団
体でも申請する
ことができ、認
定された団体が
補助金を受給で
きるような補助
金要綱に改正し
ていただきた
い。

類似する補助金
を統廃合するな
どして市民に分
かりやすい補助
金にしていただ
きたい。

スポーツ振興課

西尾市体育協会助成金
（西尾市体育協会登録
団体助成金）

廃止検討
現行のま
ま実施

（一社）西尾市スポーツ協会を構成する競技
団体は２４団体12,678人がおり、317の事業や
市民体育大会など市の事業を受託し、広く市
民のスポーツ活動に寄与している。昨今のス
ポーツに対する人々の期待や健康寿命の延伸
など、スポーツを振興する市の行政施策を推
進していくために必要な団体と考え、補助に
ついては現行を継続する。

他の社会教育活
動を行う団体と
合わせ、どの団
体でも申請する
ことができ、認
定された団体が
補助金を受給で
きるような補助
金要綱に改正し
ていただきた
い。

西尾市のスポー
ツ行政が適正に
おかなわれてい
るかを他市の状
況も踏まえて検
証していただき
たい。

愛知県スポーツ
協会負担金に補
助金を交付する
ことに疑問を感
じる。

スポーツ振興課 各種大会助成金 廃止検討
縮小して

実施

　１大会あたりの補助金額を見直し、減額し
て継続する。また公平性を保つため、同補助
金はスポーツ協会加盟団体が対象であること
から、スポーツ協会の総会やホームページを
通じて各競技団体に周知をおこなっていく。

公平性や公益性
の観点から補助
金の抜本的な見
直しを検討して
いただきたい。

他の社会教育活
動を行う団体と
合わせ、どの団
体でも申請する
ことができ、認
定された団体が
補助金を受給で
きるような補助
金要綱に改正し
ていただきた
い。

類似する補助金
を統廃合するな
どして市民に分
かりやすい補助
金にしていただ
きたい。

スポーツ振興課
西尾市スポーツ少年団
助成金

廃止検討 廃止

スポーツ少年団解散に伴い今年度で廃止す
る。

公平性や公益性
の観点から補助
金の抜本的な見
直しを検討して
いただきたい。

補助金の交付団
体は施設使用料
の減免がされて
おり、未交付団
体との不公平を
感じる。

一流のアスリー
トを講師に迎え
るなどの方法を
検討していただ
きたい。

他の社会教育活
動を行う団体と
合わせ、どの団
体でも申請する
ことができ、認
定された団体が
補助金を受給で
きるような補助
金要綱に改正し
ていただきた
い。

類似する補助金
を統廃合するな
どして市民に分
かりやすい補助
金にしていただ
きたい。
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スポーツ振興課
西尾市レクリエーショ
ン協会助成金

廃止検討
縮小して

実施

レクリエーション協会では幅広い年代が気軽
に楽しめる行事を年間を通じて数多く実施し
ている。なかでも、ニュースポーツの一つで
あるラダーゲッターの普及が進んでおり、体
験会の開催などにより西尾市チームの大会入
賞や三河大会を県と合同で主催するなど、子
どもから高齢者までの健康づくりの一助を
担っている。継続した補助金の助成によりさ
らなる発展が期待できるため、補助金交付は
継続とするが、体験会回数を削減するなど縮
小して実施していく。

他の社会教育活
動を行う団体と
合わせ、どの団
体でも申請する
ことができ、認
定された団体が
補助金を受給で
きるような補助
金要綱に改正し
ていただきた
い。

西尾市のスポー
ツ行政が適正に
おかなわれてい
るかを他市の状
況も踏まえて検
証していただき
たい。

スポーツ振興課
総合型地域スポーツク
ラブ助成金

廃止検討
縮小して

実施

総合型地域スポーツクラブは、鶴城、吉良、
一色、佐久島と市内に４つあるため、各地域
に密着したスポーツ活動が可能である。ま
た、幅広い世代が様々な種目を自分の志向に
あわせて行うことが出来る。クラブ活動を発
展させた先にスポーツ協会での専門的な競技
活動があるため、役割の違いから補助金交付
は継続するが、教室やイベント数の削減など
事業を縮小して実施していく。

スポーツ協会等
を含めたスポー
ツ関連団体の統
合再編を検討し
ていただきた
い。

スポーツクラブ
を統合して中学
校区に支部を設
置し一つの窓口
とするなど、無
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スポーツ振興課
総合型地域スポーツク
ラブ助成金

廃止検討
縮小して

実施

総合型地域スポーツクラブは、鶴城、吉良、
一色、佐久島と市内に４つあるため、各地域
に密着したスポーツ活動が可能である。ま
た、幅広い世代が様々な種目を自分の志向に
あわせて行うことが出来る。クラブ活動を発
展させた先にスポーツ協会での専門的な競技
活動があるため、役割の違いから補助金交付
は継続するが、教室やイベント数の削減など
事業を縮小して実施していく。

スポーツ協会等
を含めたスポー
ツ関連団体の統
合再編を検討し
ていただきた
い。

スポーツクラブ
を統合して中学
校区に支部を設
置し一つの窓口
とするなど、無
駄のない補助金
としていただき
たい。

類似する補助金
を統廃合するな
どして市民に分
かりやすい補助
金にしていただ
きたい。

文化財課
一色の大提灯保存修理
費補助金

現状維持
現行のま
ま実施

今後も引き続き文化財の保存修理に対する補
助事業を継続させ、将来にわたる保存活用に
資するよう務めていく。

事業費補助と
なっており、県
費の補助もあ
り、制度として
指摘事項は見当
たらない。今後
も文化財の保護
に努めていただ
きたい。

文化政策として
文化財を保護し
ていくことは第
一だが、教育や
観光等へ広げて
いっていただき
たい。

観光文化振興課
源泉維持管理事業補助
金

現状維持
現行のま
ま実施

引き続き入湯税制度に基づいて事業を実施
し、観光開発の推進及び地域の活性化を図
る。

入湯税の制度に
基づいて補助す
ることは問題な
いと考える。

観光開発の推
進・活性化にど
れくらい近づい
ているのか具体
的な数値を示し
ていただきた
い。

補助をする基準
や根拠を明確に
説明できるよう
にしていただき
たい。

市の観光産業と
して大事な補助
金である。

温泉のメリット
をもっと宣伝し
ていただきた
い。

補助金の投入
（投資）と効果
が客観的に明ら
かになるように
していただきた
い。

観光文化振興課
西尾市観光PR事業補助
金

見直し
現行のま
ま実施

根拠要綱と事業名称が合致していないため、
事業を適切な課へ移したうえで、要綱内の他
行事とともに検討する。

類似する事業の
統合・整理を行
い、狙いを絞っ
た事業としてい
ただきたい。 
補助事業として
は良いと考える
が、要綱があま
りにも不明確で
あるため、独立
した要綱を作成
し、補助の目的
や補助の範囲等
を明確にしてい
ただきたい。

補助の目的を明
確にして、目標
をしっかりと設
定した補助金に
していただきた
い。

この補助金が産
業振興にどの程
度寄与している
かを指標とする
など、評価しや
すい目標を設定
していただきた
い。

補助対象事業が
明確でなく、補
助金の額も「予
算の範囲内」と
なっており、要
綱の改正が必要
と考える。

慣例で事業を行
うのではなく、
行政の目的を達
成するための補
助金にしていた
だきたい。
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観光文化振興課
吉良温泉観光組合事業
補助金

見直し
現行のま
ま実施

吉良温泉への誘客は本市の観光にとって重要
であると考えているため、引き続き実施す
る。補助要綱については、見直しを進めてい
く。

補助要綱を見直
し、補助対象事
業を明確にして
いただきたい。

地域の人が頑
張っていると感
じたが、補助の
効果がないので
あれば補助事業
の見直しが必要
と考える。

補助対象事業が
明確になるよう
に要綱を見直し
ていただきた
い。

地域の熱意を生
かし、行政の目
的が達成できる
補助にしていた
だきたい。

観光文化振興課 西尾市観光協会補助金 見直し
縮小して

実施

観光協会の事業は重要であるため、引き続き
実施する。なお、旅行業の取得によるツアー
開催や物産品販売による手数料、ホームペー
ジによる広告収入、ふるさと納税返礼品受託
業務等により自主財源を高めてきており、市
の財源を縮小していく。

観光協会の役割
は重要であり、
民間の発想を生
かした事業を実
施して西尾市の
魅力をPRしてい
ただきたい。 
人件費の上限や
事業の使途を定
め、観光協会が
発展するための
補助金にしてい
ただきたい。

補助金の終期に
あわせて、法人
化の経緯を踏ま
え、補助のあり
方を考えていた
だきたい。

西尾市を訪れる
観光客から「西
尾市の観光は頑
張っている」と
の声をよく聞く
ようになった。
市民に対して観
光ＰＲをするな
ど誘客に努めて
いただきたい。

人件費の交付を
続けることは、
観光協会の発展
を阻害する恐れ
がある。

組織の形態は一
般社団法人の他
にもＮＰＯ法人
や株式会社等の
選択肢もあるの
で、観光協会と
して適切な形態
を考えていただ
きたい。

人件費の上限や
事業の使途を定
めるなどの要綱
改正を行い、観
光協会が発展す
る補助金として
いただきたい。

観光文化振興課

西尾市文化振興関係団
体活動費補助金（文化
協会補助金）

廃止検討 廃止

市域全体の文化振興を担う一般社団法人西尾
文化協会に地域文化育成業務を委託する予定
のため、令和3年度から廃止。

団体運営費補助
から事業費補助
に切り替え、文
化振興団体から
の補助金申請に
対し審査した上
で補助金を交付
するような制度
に改めていただ
きたい。

文化振興団体の
事業ごとに事業
内容を審査し、
補助金を交付す
るようにしてい
ただきたい。

補助金交付団体
の既得権益化に
ならないように
文化振興団体間
の競争原理が働
くような制度に
していただきた
い。

文化振興政策等
に合致するので
あれば、文化協
会の合併を促進
する補助金を交
付する方法など
も検討していた
だきたい。

団体運営費とし
て補助金を交付
すると補助金の
使途が不明確に
なりやすい。

観光文化振興課

西尾市文化振興関係団
体活動費補助金（文化
協会補助金）

廃止検討 廃止

令和3年度から廃止。(事業ごとの支援は、地
域文化育成業務で対応する予定。）

団体運営費補助
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なりやすい。
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